
　これまでにもお伝えしてきたとおり、新たな図書館等複合施設については、アンケート、ワークショップ、図書館

施設検討委員会、有識者会議等により、住民や専門家など多くの方のご意見を聞きながら検討を進めてきました。

　村の基本理念である「白馬の豊かさとは何か－多様であることから交流し学びあい成長する村」を実現するための

まちづくり推進拠点として、以下のとおり方針を定めましたので、お知らせします。

　これまでの検討経過及び基本構想は、白馬村行政ホーム

ページに掲載するとともに、白馬村役場総務課窓口に備え

ています。

　図書館等複合施設基本構想の策定にご協力いただいた皆

様に心から感謝申し上げます。

　また、今年度の基本計画の策定及び施設の建設・運営に

向けて、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

図書館等複合施設の建設に向けた検討（８）

図書館等複合施設の基本構想を策定しました

図書館機能（約 1,200 ㎡）
適正な規模で住民の期待に応えるサービ

スを提供するとともに、居場所としての

機能も備え、「知る」「学ぶ」に加えて、

交流型・滞在型の施設を目指します。

その他の機能
民間事業者の活用も含めて、複合化する

ことで魅力を高め交流を創出し、収益を

生み出すことが期待される機能につい

て、実現可能性も含めて検討します。

子育て支援機能（約 800 ㎡）
多世代が集う場、多文化に触れる場とし

て、子育て支援ルーム・白馬北小学校放

課後児童クラブなど、子どもたちの学び

の効果を高めることが期待されます。

　村内外・国内外問わず、多様な人々が集い、出会い、交流し、学びあう施設として、多様な人々に配

慮し、未来を担う子どもたちが豊かな白馬村を創造するための拠点として、白馬村の歴史や文化を学ぶ

場を提供するとともに、多様な文化・言語・価値観に触れ、視野が広がり交流が生まれる施設を目指し

ます。

多様な創造性と出会い、豊かな未来へ誘う道しるべ

「滞在型」の施設
「知る」、「学ぶ」を主体としながら、本を借りて返す
だけでなく、館内で「調べ」、充分な満足感を持ち
帰ることができる「滞在型の施設」を目指します。
「知る」、「学ぶ」、「集う」ことで、新たな複合施設の
価値や利便性・有効性を感じてもらえるような機
能・あり方を検討します。

「交流型」の施設
図書館は、多様な人々が集まる場所であり、「交
流」という観点においても最適な場所と言えます。
交流を促進するという視点で、座席の配置や導線
を重点的に検討し、村の基本理念を具現化する
拠点となるべく、交流の仕掛けを設けます。

パブリックコメント結果

　図書館等複合施設基本構想 ( 案 ) に対する意見を募集

したところ、5名の方から 22 件のご意見をいただきま

した。

　そのうち、5件の意見について、計画に反映しました。

　寄せられた意見及び村の考え方は白馬村行政ホーム

ページに掲載してあります。

　お問合せ　白馬村役場 総務課 政策企画係　電話：0261-72-7002

　降雨・強風などの悪天候時に、多くの人たちが集い楽しめる場所となることも求められています。

　建設場所については、複合施設としての機能を考慮し、白馬村役場～JR 白馬駅周辺が候補となりますが、

今後機能と規模をさらに精査しながら候補地を選定していきます。

　基本構想に記した機能やサービスは様々な視点やニーズに基づき整理したものですが、これらの機能を全

て実現させることができるかどうかについては、必要な規模や財源の確保、維持管理費等の課題を含めて今

後精査する必要があります。

　また、官民連携やボランティア・サポーターの活用など運営面も含めた検討を進めていきます。

1.「地域の仕事を知る」事業展開

2. 多世代・多言語のサービス

3. 子育て支援としての図書館（子ども図書館）

4.ネットワークシステムの活用（本の借りやすさ）

5. 地域住民が世代を超えて学ぶ場

　（コミュニティ・カレッジ）

6. 地域資料の保管・活用

7. 専門家人材の育成とボランティアの活用、

　企業支援

8. 情報基地（知の拠点）としての役割

図書館に求められるサービス 連携が想定される機能

1. 子育て支援施設との連携

2. 健康・医療との連携
　・健康相談、医療健康情報サービス

3. 交流を生み魅力を高める機能
　・アートスペース（イベント・連携）

　・マンガ図書館

　・文化芸術や国際会議に活用できるホール

　・カフェ等の飲食サービス

4. 交通アクセス

5. 環境への配慮

2023 年度の開館を目指して、以下のスケジュールで進めていく予定です。
内容 年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023

基本構想策定

基本計画策定

用地交渉・取得

各機能の運営検討

施設長の採用

設計

着工

開館
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